
特集 国際標準戦略のあり方

「
国
際
標
準
戦
略
」
の
重
要
性

2
0
2
3
年
6
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
統
合
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
2
0
2
3
」
で
は
、
科
学
技

術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
社
会
実
装
を
推
進
・
強
化

す
る
た
め
、
わ
が
国
に
お
け
る
国
際
標
準
の
戦
略
的

な
形
成
・
活
用
に
係
る
取
り
組
み
を
推
進
す
る
こ
と

と
し
て
お
り
、
産
学
官
の
意
識
向
上
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。

こ
の
よ
う
な
中
、
経
団
連
に
お
か
れ
て
は
2
0
2

3
年
の
後
半
以
降
、
知
的
財
産
委
員
会
の
も
と
で
国

際
標
準
化
に
つ
い
て
活
発
な
議
論
を
さ
れ
て
き
た
と

承
知
し
て
お
り
、
ま
さ
に
時
機
を
得
た
取
り
組
み
と

し
て
大
変
励
ま
さ
れ
る
思
い
で
あ
る
。

標
準
化
を
国
際
競
争
に
戦
略
的
に
活
用
す
る
「
国

際
標
準
戦
略
」
は
、
従
来
そ
の
重
要
性
が
わ
が
国
で

も
指
摘
さ
れ
、
政
府
と
し
て
は
、
民
間
企
業
と
連
携

し
た
取
り
組
み
を
進
め
て
き
た
。
具
体
的
に
は
、
政

し
て
い
る
。

特
に
中
国
、
Ｅ
Ｕ
、
米
国
は
、
経
済
安
全
保
障
上

の
必
要
性
か
ら
も
、
近
年
、
総
合
的
な
「
国
家
標
準

戦
略
」
を
競
い
合
う
よ
う
に
相
次
い
で
発
表
し
て
お

り
、
い
わ
ば
「
国
際
標
準
化
競
争
」
の
状
況
に
あ
る
。

自
国
に
有
利
な
国
際
標
準
を
基
に
、
そ
の
製
品
や
社

会
イ
ン
フ
ラ
等
を
他
国
に
普
及
・
浸
透
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
れ
ば
、
戦
略
的
に
「
自
律
性
」
と
「
不
可
欠

性
」
の
向
上
を
も
た
ら
す
か
ら
で
あ
る
。

中
で
も
中
国
の
動
き
は
際
立
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、

Ｉ
Ｓ
Ｏ
作
業
部
会（
Ｗ
Ｇ
）の
議
長
ポ
ス
ト
数
で
2
0

1
3
年
に
は
7
位
だ
っ
た
の
が
、
2
0
2
2
年
に
は

3
位
へ
と
急
伸
す
る
な
ど
、
国
際
標
準
化
活
動
を
積

極
的
に
進
め
て
い
る
。

他
方
、
わ
が
国
で
は
、
①
「
経
営
計
画
で
ル
ー
ル

形
成
に
よ
り
新
た
な
市
場
創
造
の
構
想
を
盛
り
込

む
」
と
回
答
し
た
企
業
は
3
割
弱
で
あ
る
な
ど
、
国

際
標
準
化
を
有
効
に
活
用
す
る
経
営
戦
略
や
ビ
ジ
ネ

ス
戦
略
が
弱
い
、
②
国
際
標
準
化
活
動
に
携
わ
る
わ

が
国
の
関
係
者
の
7
割
以
上
が
50
歳
以
上
で
あ
り
、

高
齢
化
で
人
材
基
盤
が
脆
弱
化
し
て
い
る
、
③
英
国

規
格
協
会（
Ｂ
Ｓ
Ｉ
）な
ど
他
国
の
機
関
と
比
べ
て
日

本
の
規
格
策
定
機
関
は
規
模
が
小
さ
く
、
民
間
活
動

を
支
援
す
る
基
盤
が
脆
弱
で
あ
る
│
な
ど
の
課

題
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
、
国
際
標
準
化
活
動
が
、
新
た
な
市

場
を
創
造
・
拡
大
し
て
有
利
な
地
位
を
確
保
し
、
収

益
拡
大
に
結
び
つ
け
る
ビ
ジ
ネ
ス
戦
略
と
し
て
十
分

に
捉
え
ら
れ
て
お
ら
ず
、
資
金
や
人
材
な
ど
へ
の
投

資
が
十
分
で
な
い
こ
と
や
、
国
際
標
準
化
活
動
を
支

援
す
る
外
部
機
関
や
外
部
人
材
な
ど
の
支
援
基
盤
が

中
国
、
Ｅ
Ｕ
、
米
国
と
比
較
し
て
規
模
・
質
と
も
に

不
十
分
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
い
え
る
。

今
後
は
、
わ
が
国
企
業
が
経
営
戦
略
や
ビ
ジ
ネ
ス

戦
略
と
し
て
国
際
標
準
化
を
積
極
的
に
活
用
す
る
よ

う
行
動
変
革
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
そ
の
行
動
変

革
を
生
む
環
境
と
し
て
民
間
企
業
と
政
府
が
一
体
と

な
っ
て
「
国
際
標
準
戦
略
」
を
推
進
す
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
は
、
民
間
の
戦
略
や
活
動

を
支
援
す
る
規
格
策
定
機
関
や
認
証
機
関
、
研
究
開

発
機
関
を
含
め
た
エ
コ
シ
ス
テ
ム
を
整
備
す
る
な
ど
、

政
策
対
応
を
強
化
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

今
後
の
政
策
対
応
の
方
向
性

政
府
は
、
内
閣
府（
知
的
財
産
戦
略
推
進
事
務
局
）

を
司
令
塔
と
し
て
、
関
係
省
庁
と
の
連
携
に
よ
り
国

際
標
準
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
る
。

今
後
の
方
向
性
と
し
て
は
、
競
争
力
強
化
の
た
め

戦
略
的
に
国
際
標
準
化
を
推
進
す
る
領
域
に
つ
い
て
、

経
済
安
全
保
障
、
先
端
技
術
、
環
境
ル
ー
ル
な
ど
、

わ
が
国
産
業
へ
の
影
響
を
踏
ま
え
て
設
定
し
、
領
域

ご
と
に
有
識
者
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
国
際
標
準
戦
略

を
推
進
・
支
援
し
つ
つ
、
内
閣
府
の
予
算
事
業（
年

間
30
億
円
規
模
）を
活
用
し
て
国
際
標
準
戦
略
の
実

行
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

ま
た
、
政
府
全
体
の
見
地
か
ら
戦
略
的
な
領
域
や

重
要
施
策
に
関
し
て
有
識
者
が
助
言
や
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
な
ど
を
行
う
統
治
体
制（
ガ
バ
ニ
ン
グ
ボ
ー
ド
）を

設
け
た
り
、「
国
際
標
準
戦
略
」
を
協
働
で
推
進
す

る
有
識
者
の
人
材
プ
ー
ル
・
人
材
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

整
備
し
た
り
す
る
な
ど
、
内
閣
府（
知
的
財
産
戦
略

推
進
事
務
局
）の
司
令
塔
機
能
を
強
化
し
て
い
く
。

そ
の
う
え
で
、
わ
が
国
の
新
た
な
総
合
的
な
「
国

家
標
準
戦
略
」
に
つ
い
て
議
論
を
開
始
す
る
予
定
で

あ
る
。

経
団
連
の
皆
さ
ま
と
も
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
こ

う
し
た
政
策
対
応
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
く
、
引

き
続
き
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
る
。

府
の
知
的
財
産
戦
略
本
部
に
お
い
て
2
0
0
6
年
12

月
、
総
合
的
な
国
家
標
準
戦
略
で
あ
る
「
国
際
標
準

総
合
戦
略
」
を
策
定
し
、
こ
れ
に
基
づ
き
各
種
の
施

策
を
講
じ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
標
準
化
は
、
製
品
の
互
換
性
の
確
保
、

国
際
標
準
化
機
構（
Ｉ
Ｓ
Ｏ
）に
よ
る
Ｉ
Ｓ
Ｏ
9
0
0

0
シ
リ
ー
ズ
の
よ
う
な
品
質
管
理
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に

関
す
る
統
一
性
担
保
な
ど
、
社
会
経
済
活
動
の
基
盤

を
整
え
る
手
段
の
一
つ
と
見
な
さ
れ
て
き
た
。
し
か

し
、
昨
今
の
社
会
経
済
環
境
は
、
同
戦
略
を
策
定
し

た
2
0
0
6
年
当
時
と
は
著
し
く
異
な
っ
て
お
り
、

同
戦
略
を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

特
に
近
年
は
、
量
子
技
術
、
人
工
知
能（
Ａ
Ｉ
）、

フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
い
っ
た
先
端
科
学
技

術
分
野
に
お
い
て
大
き
な
進
展
が
あ
り
、
こ
れ
を
受

け
た
標
準
化
の
動
き
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
、

Ｅ
Ｓ
Ｇ
、
Ｇ
Ｘ
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
社
会
課
題

の
解
決
を
図
り
、
持
続
可
能
性
を
追
求
す
る
活
動
が

世
界
全
体
で
急
速
に
進
展
し
て
お
り
、
新
た
な
領
域

や
市
場
が
出
現
し
て
い
る
。
欧
州
が
注
力
し
、
Ｉ
Ｓ

Ｏ
に
お
い
て
国
際
標
準
の
策
定
に
向
け
た
議
論
が
行

わ
れ
て
い
る
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー（
循
環
経

済
）の
国
際
標
準
化
が
そ
の
例
で
あ
る
。
新
た
な
市

場
を
め
ぐ
る
競
争
は
一
段
と
激
し
く
な
り
、
市
場
獲

得
手
段
と
し
て
の
「
国
際
標
準
戦
略
」
が
自
国
の
発

展
を
左
右
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

主
要
国
の
対
応
と
わ
が
国
の
課
題

こ
う
し
た
変
化
を
踏
ま
え
、
主
要
国
の
企
業
は
、

国
際
標
準
化
を
ビ
ジ
ネ
ス
戦
略
と
し
て
捉
え
、
ル
ー

ル
形
成
活
動
に
お
い
て
主
導
権
を
握
る
た
め
、
経
営

資
源
を
重
点
投
入
し
て
い
る
。
各
国
政
府
も
、
国
際

標
準
化
を
武
器
に
主
要
な
産
業
や
先
端
技
術
で
競
争

優
位
を
確
保
す
べ
く
、「
国
際
標
準
戦
略
」
を
「
産

業
政
策
」
や
「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
」
と
一
体
化

さ
せ
、
民
間
企
業
と
政
府
が
連
携
し
た
対
応
を
強
化

内
閣
府
特
命
担
当
大
臣（
知
的
財
産
戦
略
）

高たかい
ち市
早さなえ
苗

総
合
的
な「
国
家
標
準
戦
略
」の
確
立
に
向
け
て

図表 中国、欧州、米国の国家標準戦略

【中国】中国国家標準化発展綱要
（2021年10月10日）

・中国共産党中央委員会、国務院か
ら公表

・2025年までの中期目標として、
国家標準と国際標準の85%以上
の整合化等を設定

・①先端技術、新技術の産業化、新
製品・新産業開発、②国際標準化
活動への積極参加、国際協力、③
標準化のイノベーション基盤整備
（人材強化含む）等、幅広く記載

【EU】EU標準化戦略
（2022年2月2日）

・欧州委員会から公表
・EUの国際競争力強化、
技術的主権確保、戦略的
依存度縮小、価値観保持
のための標準化強化策
・①欧州標準化システムの
強化、②国際標準策定の
強化、③迅速な規格開発
の促進、④標準教育の強
化等、記載

【米国】重要・新興技術に関する
国家標準戦略 (2023年5月4日)
・ホワイトハウスから公表
・国家安全保障に不可欠な重要・新
興技術の標準策定強化に向けた国
家戦略

・基盤技術8分野とアプリケーショ
ン6分野を優先ターゲットに設定

・①研究開発・標準策定への投資拡
大、②民間標準策定促進と官民連
携強化、③同志国との連携強化、
④人材育成等、記載
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